
研究紹介 
がんを抑制する食品成分 
私たちは、日々の食生活を通じてがんを抑制する可能性を追求し、います。そのひと

つの可能性としてサプリメント的な形でがんを抑制する食品成分を摂取できれば、簡

易で有効ながん抑制方法になるのはと考えています。プテロスチルベンは、ブルーベ

リーの成分の 1 つであり、これまで抗酸化作用が知られていました。プテロスチルベ

ンは、種々のがんにおいて抑制を示しました（1）。胃癌においては、プテロスチルベン

は小胞体ミトコンドリア因子である PDZD8 を抑制することで分子標的薬スニチニブの

抗腫瘍効果を促進しました（2）。ベルベリンは止瀉薬として使用されている生薬成分

で、がん細胞のミトコンドリアを障害し細胞死を誘導することが分かりました(2)。
β-Casomorphin-7は牛乳成分のβ-カゼインが胃で分解され生成します。通常は小腸

粘膜の CD10 で分解されますがその阻害剤である止瀉薬のチオルファンを併用する

ことで腸管内濃度が高まり、その結果腸管免疫が亢進し大腸発癌を抑制します（3）。
ラウリン酸は、ココナツオイルの主要な成分ですが、酸化的リン酸化を強制することに

よりミトコンドリアに障害を有することの多いがん細胞に酸化ストレスを誘導し細胞死

を惹起します（4, 5, 6）。共役リノール酸はリノール酸の幾何異性体で反芻動物の脂

質に多く含まれています。リノール酸とは異なり動物モデルで抗腫瘍効果を示しがん

の転移を抑制します（7, 8）。リノール酸も短期的にはPPARγリガンドに代謝され抗腫

瘍作用を示しますが（9）、長期的にはがんドーマンシーを誘導したり（10, 11, 12）、抗
がん剤耐性をもたらします（13）。 

プテロスチルベン（PTE）を分子標的

薬のスニチニブ（SUN）と併用すると、

SUN の効果が著明に促進され腫瘍

増殖は抑制された(B,C)。PTE によ

りSUNによる増殖抑制効果やアポト

ーシス誘導効果が増大した。 
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